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牛の原発性小脳皮質顆粒層変性 (萎 縮)
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北海道広島村H氏 所有の全2頭の牛が同じような神経

層鐘与it'最異柔書箭冠基早嵩想1管ち蒐欝質とも碗
について略記する。
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仰臥姿勢で牙関緊急,叫 鳴等。

脳の主要顕微鏡所見 :肉眼的には脳の形に変化はなか

つた。1)左 右相称性に極めて急性期に属すると思われ

鳥晏委塩各総憎億憂程学贔絡響借ξ留撃ば雷霞長畠十,

を中心として,小 舌,山 腹に存在し,半 球の片葉にも見

出された。病変は概ね古小脳領域に主座していた。顆粒

細胞以外には皮質の細胞要素の脱落は見られなかつた。

顆粒層の神経原繊維は比較的よく保たれていた。2)神

経節細胞の変性 顆粒層以外でも,神 経節細胞はかなり

強く変性性変化を呈していた (P―細胞を含む)。それは

おおむね急性細胞変化に属するものであつた。変性は小

脳のみならず,全 脳にわたつて観察された。3)ォ リゴ

デンドログリアの進行性変化が小脳を含む全脳部位に観

察された。4)全 脳にわたつて水腫性状態顕著であつた。

すなわち白質の斑状水腫,脳 質内の囲管性水腫 (図2,

小脳山頂髄板の皮質直下),軟膜の水腫等である。5)血

管変化 脳軟膜,脳 質を問わず,小 ないし細小動脈の壁
の水腫性疎霧化が頻繁に指摘された。変化のより明らか

なものは小脳において (図3;小 脳労片葉脳濤軟膜)よ
り多く観察された。6)静 脈性ならびに毛細管性充血が

全脳において観察された。

原因的な問題 :小脳皮質顆粒層変性 (萎縮)の 原因と
してこれまで遺伝性,家 族性,先 天性,内 的あるいは外
的な毒性因子の作用等が問題とされている。遺伝性のも
のとしては外国で仔羊の例,そ の他が知られている。中

毒性のものとしては鉛, ヒスタミン,イ ンドール,青 酸
カリ等による実験的中毒例,チ オフエン中毒例,水 銀複
合体中毒例,一 酸化炭素中毒例が知られている。低血糖

症性昏睡例にも同じような変化が観察されている。また

和牛の所謂 “霧酔病"例 小脳にも認められている。この

ように小脳皮質顆粒層変性 (萎縮)は 原因学的には単一
性を有せず,非 特異的なものと理解されている。さてそ

れでは今回の2頭の牛の病いは如何なる原因に由つたの

であろうか? 給飼していたデントコーンには有毒なあ
る種の徽 (Fusarium Ь.aminearum)が 随分生えてい

たことが確められたので,動 物は徹による遷延性の中毒
症に罹患していたのではあるまいかと推察されたのであ
る。もしそうであるとすれば,今 回の顆粒層変性(萎縮)
は原因学的に外的な毒性困子の作用に基づく中毒症と密
接な関連を有するという可能性が生じて来るわけである

が   。
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